
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

イノベーション推進           <⼈の対流的指標> 
視察件数・視察者数 

本都市内公的・⺠間機関及び⼤学が受け⼊れた視察件数及
び視察者数。2017 年度は国内 1,513 件 約 2 万 4 千⼈、海
外 171 件 約 3 千⼈。 

110
212 171

1,592
1,724

1,513

1,005
2,507 3,344

25,079

28,611

23,802

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

0

200
400

600

800

1000
1200

1400

1600

1800

2000

2011 2016 2017 2018 2019 2020

（⼈）（件）

(年度 推進機構調べ）

件数 (海外)
件数 (国内)
視察者数 (海外)
視察者数 (国内)

都市運営 
マスコミを通じた情報発信件数 

本都市の公的機関及び⼤学の 2018 年度の情報発信件数
は 178 件。 
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都市形成 
道路整備進捗率 

京奈和道⼤和北道路は 2019.3 起⼯式が開催され、奈良
IC〜 郡⼭下ッ道 JCT において⼯事着⼿。⼭⼿幹線は宮津〜
菱⽥間 2018.3 開通により南北軸のクラスター間アクセス
が向上。東⻄軸の学研都市連絡道路は着々と事業進⾏中。
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⽊津東パイパス 精華拡幅 清滝⽣駒道路 ⼤和御所道路 ⼤和北道路（⼤和郡⼭〜奈良） ⼤和北道路（奈良北〜奈良） ⼭⼿幹線

京奈和道（事業進捗率）国道163号（事業進捗率）
（共⽤延⻑の率）

けいはんなインジケーターマップとは 
多様なステークホルダーによる、けいはんな学研都

市全体を俯瞰的に評価する指標群。 
けいはんな学研都市「新たな都市創造プラン」の様々

な取組成果を、関係主体が共有し国内外へアピールす
ることで、けいはんな学研都市全体の価値を⾼めると
ともに、取組成果を関係機関それぞれの事業活動の展
開に活かすための取組。 

持続可能な開発⽬標(SDGs)について、我国の優先課
題として⽰された科学技術イノベーションやインフラ
整備も対象としている。 

 
けいはんな学研都市の基礎情報 
【都市の位置】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【各クラスターの整備状況】（ʼ19.3 現在） 

学研都市全域    15,000ha 
内⽂化学術研究地区  3,600ha（12 クラスター） 

 

「2025 年 ⼤阪・関⻄万博」開催決定 
〜いのち輝く未来社会のデザイン〜 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 （出典:経済産業省） 

都市形成 
⼈⼝ 

本都市内の⼈⼝は毎年増加しており、2019 年 4 ⽉現在で
251,857 ⼈。 
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⼈⼝ (周辺地区)

都市運営 
各ステージの推進体制と構成員数 

けいはんな学研都市「新たな都市創造会議」は、⼤学や⽴
地機関他の参画が増加し、セカンドステージ推進会議に⽐べ
構成員数は 2 倍に。 
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その他各種機関
研究機関等
学識者
⼤学
経済団体
地⽅公共団体
国（省庁）

けいはんな学研都市「新たな都市創造プラン」 

けいはんな 
インジケーターマップ 
2019

国道 163 号 ⽊津東バイパス・
都市計画道路 東中央線の整備 

 ⽊津中央地区のまちづくりを⽀援するほか、国道 24 号と国道 163 号の重
複区間の慢性的な交通混雑緩和を⽬的に、2019 年度に同時開通の予定。 

⽊津東バイパス 
東中央線（⽊津川渡河橋梁部） 

（京都府 提供）
（近畿地⽅整備局 提供）

イノベーション推進           <⼈の対流的指標> 
コンベンション開催件数・参加者数 

本都市内で開催された国際会議件数及び参加者数。2018
年は「京都スマートシティエキスポ 2018」をはじめ、8 件
開催。 
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開催件数

都市運営 
「けいはんなポータル」投稿件数 

本都市に関するさまざまな情報を広く発信するニュース
投稿型ポータルサイト。2018 年は 2012 年に⽐べ約 1.5 倍。
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都市形成 
⽂化学術研究地区（クラスター）の整備率 

施設（⽂化学術研究施設、道路、公園、学校、住宅等）の
整備進捗状況。整備した各種施設の敷地⾯積は、クラスター
総⾯積の約 6 割。 
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（各年4⽉1⽇現在 国⼟交通省資料）

未分譲
施設整備中
施設整備済

イノベーション推進 
⼯業出荷額・就業者数 

本都市を構成する各市町の⼯業出荷額及び就業者数の合
計値。（精華町以外の市については学研都市区域以外を含む。） 
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（出荷額は暦年、就業者数は年末現在 経済産業省「⼯業統計調査」）

就業者数

⼯業出荷額

編集・発⾏ 公益財団法⼈関⻄⽂化学術研究都市推進機構 【2019.05】 

SDGｓ関連指標 
持続可能な開発⽬標（SDGｓ）を達成するために⽰された我国の具体的施

策にかかる指標に準じた、本都市内における該当指標。 

100 万⼈当たりの研究者 
本都市内では、 
ʼ18.4.1 現在で 11 千⼈。 

＜SDGs ターゲット︓9.5＞

⽴地適正化計画 
本都市 8 市町のうち、 
ʼ19.5.1 現在で 2 市町が作成。
＜SDGs ターゲット︓11.3, 11.a＞

海外との科学技術協⼒協定 
本都市では、 
ʼ19.3 末現在で 170 件。 

＜SDGs ターゲット︓17.6＞ 



 

  

 

都市形成                <⼈の対流的指標> 
公共交通乗⾞⼈員 

本都市内の年間乗⾞⼈員。2017 年度は鉄道約 3,200 万
⼈、路線バス約 1,100 万⼈。 
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近鉄
JR
バス

都市形成                <⼈の対流的指標> 
⼤規模公園利⽤者数・イベント参加者数 

⼤規模公園であるけいはんな記念公園と⼤阪府⺠の森（む
ろいけ園地）及び平城宮跡歴史公園の利⽤者数と、イベント
参加者数。 
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イノベーション推進 
共同研究開発テーマ（件数・⾦額） 

本都市の主な公的研究機関等及び⼤学が、主に商品化・産
業化をめざし⺠間企業等と実施している共同研究及び受託
研究。2017 年度は 2011 年度に⽐べ件数で約 1.4 倍に増加。 
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件数

⾦額

イノベーション推進 
特許登録件数・出願件数 

けいはんな発（公⺠ 48 機関）の特許登録件数及び出願件
数。2018 年は 2015 年に⽐べ特許登録件数で約 1.7 倍に増
加。 
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⽂化・学術研究の振興 
就業者（研究者）数・学⽣数 

2018 年は 2005 年に⽐べ、就業者総数で約 1.8 倍、研究
者数で約 1.3 倍の伸び。外国⼈数は 200 ⼈台前半で推移。
学⽣数は約 2 万⼈で、就業者総数の約 2 倍。 
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職員
教員
研究者
外国⼈（学⽣除く）
学⽣

9,059
︵
職
員
・
教
員
・
研
究
者
・
外
国
⼈
数
︶

︵
学
⽣
数
︶

（⼈）

（学⽣除く）

⽂化・学術研究の振興 
⽴地施設数 

2002 年から研究開発型産業施設の導⼊により増加。近年
では研究施設も増加。2018 年度末で 146 施設。研究所内
ベンチャー企業やテナント等の⼊居は 161 機関。 
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⼤学･その他
研究開発型産業施設
研究施設

⽂化・学術研究の振興 
研究発表数 

本都市に⽴地する主な公的研究機関等及び⼤学による研
究発表（学術機関リポジトリのコンテンツ分類による「学位論⽂（修⼠
以上）」「論⽂誌掲載（国内・国際）」「学会発表（国内・国際）」）の件数。
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（推進機構調べ）

イノベーション推進 
企業⽀援活動件数及び特区制度活⽤数 

本都市に⽴地する各⽀援機関による、技術開発、資⾦獲得、
販路開拓等の企業⽀援活動件数。国際戦略総合特区での計画
認定事業数は 2018 年度末現在で 6 件の実績。 

本都市における 
国際戦略総合特区での 
計画認定事業数の内訳 
 

① 規制の特別措置 1件
② 税制⽀援    4件
③ 財政⽀援    1件

計       6件
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（年度 推進機構調べ）

イノベーション推進 
「Club けいはんな」会員数 

ものづくりのための研究開発を⽀援するため、⽣活者とし
ての知恵と知識を活かす市⺠参画による組織。推進機構が運
営。2018 年度はアンケート調査 8 回、回答率平均 42％。
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会員数 新規
会員数 累計

⽂化・学術研究の振興          <⼈の対流的指標> 
⽂化・学術・科学プログラム数 

本都市に⽴地する主な公的機関及び⼤学他による主催・共
催の様々な「知」を楽しむプログラム。2017 年度は 173
件で約 15 万 8 千⼈が参加。 
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（年度 推進機構調べ）

件数

参加者数

平城宮跡地区での取り組み 
奈良⽂化財研究所は、2018 年 10 ⽉より地下遺構の保存と活⽤に⼯夫を凝

らした 3 代⽬となる新庁舎で業務を開始。また平城宮跡歴史公園では、第⼀
次⼤極殿院南⾨ 復原整備⼯事の現場公開を 2019 年 4 ⽉より開始。 

南⾨（素屋根・⾒学デッキ） 
奈良⽂化財研究所 

（近畿地⽅整備局 提供） 

（奈良⽂化財研究所 提供） 

⾼床式砂栽培施設を⽤いた
「シェアリング農業」の実証事業 

体への負担が⼩さいため⾼齢者や⼥性でも容易に作業できる特⻑をもつ農
法「⾼床式砂栽培」と IoT 技術を組み合わせた「シェアリング農業」の実証
事業を、地域住⺠の参加を得て⺠間企業と実施。 

（ATR 提供）

けいはんな R&D イノベーションコンソーシアム 
RDMM ⽀援センター ワークショップ（ʼ19.2.28）

Club けいはんな会員の参画による新事業創出のためのワークショップを年
に複数回実施。 

（KRI 撮影） 

｢けいはんなイノベーション交流会｣理化学研究所
（国際⾼等研究所内）にて開催（ʼ19.2.1） 

本都市の研究者などが幅広く意⾒交換や情報共有を⾏うことを⽬的とした
交流会を年に複数回実施。 

（KRI 撮影）

イノベーション推進 
社会実装を⽬指した実証事業件数 

2016 年度から 2 年間累計 189 件 実施 
本都市に⽴地する主な公的研究機関等や⼤学において、新

たに開発した技術や製品などの社会実装を⽬指した実証事
業の状況。（⾃社敷地内で⼀般住⺠が参加しない事業は除外） 

 

（同志社⼤学 提供） 

データ⼊⼒⽤ 
スマホアプリ 
「ねむれこ」

睡眠リズム調査⽤ベビーウェア

けいはんなリサーチコンプレックス事業
イスラエル・イノベーション庁との連携協⼒ 
イスラエルとの活発な連携活動を契機とし「⽇本・イスラエル・ビジネスフ

ォーラム」（ ʻ19.1.15 エルサレムにて開催）において、両国経済産業相同席
の下、『イノベーション推進及び産業分野での研究開発の連携協⼒に関する覚
書』を締結。 

（ATR 提供）


